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1.0 はじめに 

 

このたびは弊社製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。 

取扱説明書をよくお読みいただき、正しく安全にお使いください。 

 

 本製品は本書内で「NVR」または「DIGISTOR」と呼ばれます。 

 本ユーザーマニュアル（バージョン 2.1.x.63）は、DIGISTORファーム

ウェアの Ver63 にのみ適用されます。DIGISTOR が古いバージョンのフ

ァームウェアで稼働している場合は、応じたバージョンのユーザー・マ

ニュアルをご覧ください。 

 本書はDIGISTOR のすべての機能について解説を行っております。特定

の機種によっては、その機能をサポートしていない場合があります。 

 

= 保証の範囲 = 

 弊社は、本製品によってもたらされた（直接・間接を問わない）損害に

ついて、あらゆる意味で本製品の価格を超える金銭的保証の責任を負わ

ないものとします。 

 弊社は、誤った使用・用途・不当な修理や改造によって生じた故障や損

傷、想定外の環境で使用した場合、いかなる保証の責任も負わないもの

とします。 

 弊社は、予告なく、本製品、ソフトウェア、文書のアップデートを行う

権利を有するものとします。 

※すべての特徴、機能等の製品仕様は予告なしに変更することがあります。 
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注意： 

1. 貴重なデータを保護するため、定期的にバックアップを行ってください。

弊社はデータの損失並びにデータの修復に関して、一切の責任を負わない

ものとします。 

2. 返品または修理の際は、ご購入時と同じ梱包材を使って製品を発送してく

ださい。梱包の不備に起因する製品の破損について、弊社は責任を負いま

せん。 
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安全にお使いいただくために 
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機器設置の注意点 

●取扱説明書を読む 

製品を実際にご利用になる前に、必ずユーザー・マニュアルをお読みください。 

 

●電源 

必ず製品付属の ACアダプターをご利用ください(※該当機種のみ）。 

 

●修理 

技術的に不明な点は販売店にお問い合わせください。事故、故障の原因になる

ので、絶対に分解しないでください。 

 

●警告 

漏電、感電の恐れがあるため、雨がかかる場所、湿度の高い場所での運用はお

やめください。また本製品の上に何も置かないでください。 

 

＝＝ 安全にお使いいただくために ＝＝ 

1. 本製品は外気温 0–40 度、湿度 0–85％の環境下でご利用いただけます。

通気の良い場所に設置してください。 

2. 故障の原因になりますので、本製品は定められた定格の電圧下でお使いく

ださい。 

3. 直射日光が当たる場所、化学薬品の近くに置かないでください。また設置

する場所の温度と湿度が適切であることを必ず確認してください。 

4. 運用の障害や、過熱の原因になるため、本製品の上にものを置かないでく

ださい。 

5. 本製品を水の近くに設置しないでください。 
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6. 落下やそれに伴う破損の危険性があるため、不安定な場所に本製品を設置

しないでください。 

7. 本製品に対し、正しい電圧が供給されていることを確認してください。電

圧の状態がわからない時は、販売店にお問い合わせください。また、安定

した電圧を供給するため、UPS の設置を推奨します。 

8. レコーダー内部の時計は日を追うごとにずれが生じます、定期的(1-2 ヵ

月)に時刻の補正を行うか、NTP サーバーを設置し同期を行うことを推奨

します。 

9. 電源コードの上にものを置かないでください。 

10. 感電その他の危険があるため、本製品を分解、修理しないでください。故

障と思われた時は販売店にご相談ください。 

11. システム内のファンには決して触れないでください。重大な負傷を招く恐

れがあります。 
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規制の通知 

 

FCC（連邦通信委員会）通知 

この機器はテストの結果、FCC Rules の Part 15 に規定されたクラス B デ

ジタル機器の制限に準拠していることが確認済みです。これらの制限は、住宅

地区で使用する際に、有害な電波干渉から適正に保護することを目的としてい

ます。この機器は無線周波エネルギーを生成、使用、および放射することがあ

るため、指示に従わずに取り付けたり使用したりした場合は、有害な干渉を発

生させる恐れがあります。ただし、特定の設置環境で干渉が起きないことを保

証するものではありません。この機器がラジオやテレビの受信を妨害している

ことを、機器のオフ／オン切り替えにより確認できる場合、次のいずれかを行

って妨害に対処することをお勧めします。  

 受信アンテナの向きを変える、または設置場所を移動する。  

 装置と受信機の距離を離す。  

 この機器を受信機が接続されている回線と別のコンセントに接続する。  

 販売代理店か、ラジオ、テレビに詳しい技術者に相談する。  

 

準拠に関する責任当事者の明示的な承認なしに変更や修正を行うと、ユーザー

は装置を操作する権利が無効になることがあります。  

シールドインターフェイスケーブルが提供されている場合、FCC規制に準拠す

るためにはそれらを使用する必要があります。 

CE 通知 

クラス Bのみ。 
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本製品をお使いになる前に 

本製品を開梱後、すべての同梱品が揃っているかご確認ください。 

また、準備中のトラブルを避けるため、必ずマニュアルの内容をご確認くださ

い。 
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1.1 ハードウェアの仕様 

DS-1100Pro(+)シリーズ 

 

 

①電源ボタン 

②LEDインジケーター： HDD 

③USB 2.0 × 1（自動バックアップで使用） 

④USB 2.0 × 1 

⑤電源入力 

⑥USB 3.0 × 2 

⑦DVI-I 

⑧eSATA × 1 

⑨HDMI × 1 

⑩ギガビット LAN 

⑪USB 2.0 x 2 

⑫⑬音声端子（予備） 
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DS-4200Pro(+)シリーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

①LEDインジケーター：LAN / eSATA / HDD1 / HDD2 / HDD3 / HDD4 

②電源ボタン 

③USBバックアップ・ボタン 

④USB 2.0 x 1（自動バックアップで使用） 

⑤USB 2.0 x 2 

⑥HDD1 

⑦HDD2 

⑧HDD3 

⑨HDD4 

⑩ギガビット LAN 

⑪USB 2.0 x 4 

⑫eSATA x 2（拡張用） 

⑬VGA x 1 

⑭HDMI x 1 

⑮DI/DO（入力 4 / 出力 2） 

※上から下に：Vcc5V / GND / DI-1 / DI-2 / DI-3 / DI-4 / DO-1 / DO-2 

⑯リセット・ボタン 

⑰電源コネクター 

⑱Kロック用スロット 
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DS-16000-RM Pro+シリーズ  

 

 

①LEDインジケーター：LAN / eSATA / HDD1～HDD4 

②電源ボタン 

③USBバックアップ・ボタン 

④USB 3.0 x 1（バックアップで使用） 

⑤～⑳HDD 1～16 

㉑LAN x 2 

㉒USB 2.0 ×4 

㉓eSATA ×2 

㉔VGA 出力 

㉕HDMI 

㉖DI/DO（入力 4 / 出力 2） 

※上から下に：Vcc5V / GND / DI-1 / DI-2 / DI-3 / DI-4 / DO-1 / DO-2 

㉗リセットボタン 

㉘電源コネクタ 

㉙電源スイッチ 
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1.2 LEDインジケーター 

DS-1100Pro(+)シリーズ 

 

背面RJ-45 の LEDの状態： 

LED LED ポジション LED の色と状態 意味 

LAN Link/Activity 

（右側） 

消灯 LAN が接続していない状態 

イエロー LAN 接続が確立している状態 

イエロー点滅 LAN にアクセスしている状態 

LAN Speed 

（左側） 

消灯 10M / 100M 接続か未接続の

状態 

オレンジ 1000M接続の状態 

 

注意: 

電源を切るには、2秒程度電源ボタンを押してください。 

電源を入れるには、3秒程度電源ボタンを押してください。 

初期化方法： 

ログインページにて電源ボタンを 3秒押し、シャットダウンの可否のダイアロ

グが出たのちに、キャンセルを行うと、下記のボタンが表示されます。 

 

ボタンをクリック後メッセージが出てきますので Yesを押し初期化を行ってく

ださい。  
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DS-4200Pro(+)シリーズ 

 

 

 

 

 

 

参考図 2-5：DS-4200Pro(+)シリーズの正面と RJ-45 ポート 

 

正面の LEDの状態： 

LED LED の色と状態 意味 

LAN 

消灯 LAN が接続していない状態 

オレンジ LAN 接続が確立している状態 

オレンジ点滅 LAN にアクセスしている状態 

eSATA 

消灯 データの転送がない状態 

オレンジ点滅 eSATA 機器にアクセスしている状態 

HDD1 

～ 

HDD4 

消灯 HDD が装着されていない状態 

グリーン HDD がアクセス可能な状態 

グリーン点滅 HDD のデータにアクセスしている状態 

レッド HDD が故障して取り外しが必要な状態 

電源 

消灯 電源オフの状態 

グリーン 電源オンの状態 

バックアップ 

消灯 USB 機器がない状態 

ブルー USB 機器がアクセス可能な状態 

ブルー点滅 USB 機器へデータがコピーされている状態 

レッド バックアップでエラーが発生した状態 
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背面 RJ-45 の LEDの状態： 

 

LED LED ポジション LED の色と状態 意味 

LAN Link/Activity 

（右側） 

消灯 LAN が接続していない状態 

イエロー LAN 接続が確立している状態 

イエロー点滅 LAN にアクセスしている状態 

LAN Speed 

（左側） 

消灯 10M / 100M 接続か未接続の

状態 

オレンジ 1000M接続の状態 

 

注意： 

* USB バックアップを使用する時は、バックアップ・ボタンを 3秒以上、 

押してください。 

* NVR の電源をオフにする時は電源ボタンを 2秒以上、押してください。 

* NVR の電源をオンにする時は電源ボタンを 3秒以上、押してください。 
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DS-16000-RM Pro+シリーズ ※受注生産品 

※参考図 

正面の LEDの状態： 

LED LED の色と状態 意味 

LAN 

消灯 LAN が接続していない状態 

オレンジ LAN 接続が確立している状態 

オレンジ点滅 LAN にアクセスしている状態 

eSATA 

消灯 データの転送がない状態 

オレンジ点滅 eSATA 機器にアクセスしている状態 

HDD1 

～ 

HDD16 

消灯 HDD が装着されていない状態 

グリーン HDD がアクセス可能な状態 

グリーン点滅 HDD のデータにアクセスしている状態 

レッド HDD が故障して取り外しが必要な状態 

電源 

消灯 電源オフの状態 

グリーン 電源オンの状態 

バックアップ 

消灯 USB 機器がない状態 

ブルー USB 機器がアクセス可能な状態 

ブルー点滅 USB 機器へデータがコピーされている状態 

レッド バックアップでエラーが発生した状態 
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背面RJ-45 の LEDの状態： 

 

LED LED ポジション LED の色と状態 意味 

LAN Link/Activity 

（右側） 

消灯 LAN が接続していない状態 

イエロー LAN 接続が確立している状態 

イエロー点滅 LAN にアクセスしている状態 

LAN Speed 

（左側） 

消灯 10M / 100M 接続か未接続の

状態 

グリーン 100Mbps 接続の場合 

オレンジ 1000Mbps 接続の状態 

 

注意： 

※ USBバックアップを使用する時は、バックアップ・ボタンを 3秒以上、 

押してください。 

※ NVRの電源をオフにする時は電源ボタンを 2秒以上、押してください。 

※ NVRの電源をオンにする時は電源ボタンを 3秒以上、押してください。 

※ リセットボタンを押すとカメラ設定、録画設定、イベント設定、Email設定 

が消去されます。(※設定ファイルを適用するには、設定と保存の読み込み 

をご参照ください) 
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1.3 デュアル・モニター仕様：HDMI/VGA/DVI-I 

DS-4200Pro(+)シリーズ、DS-16000-RM Pro(+)シリーズは映像出力用

にHDMI と VGA ポートを持ちます。その両方にローカル・ディスプレイ

を接続し、同時に映像を出力可能です。(※個別モードとクローンモード

の選択が可能）※(S)RMは受注生産品になります。 

 

DS-1100Pro(+)シリーズは映像出力用にHDMIとDVI-Iポートを持ちま

す。その両方にローカル・ディスプレイを接続し、同時に映像を出力可能

です。(※個別モードとクローンモードの選択が可能） 

 

組み合わせA：ディスプレイが 2台ともフルHD（1920 x 1080）解像度

の場合、どちらもフルHDで表示されます。 

組み合わせB：ディスプレイが 2台とも VGA（1024 x 768）解像度の場

合、どちらも VGAで表示されます。 

組み合わせ C：ディスプレイの 1 台がフル HD、もう 1 台が VGA 解像度

の場合、どちらも VGAで表示されます。 
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2.0 NVRの準備 

2.1 クライアント PCの要求仕様 

DIGISTORに接続して使用する PC に最低限必要な仕様は以下の通りです。 

 

●オペレーティング・システム 

Microsoft Windows 7 Professsional / 8.1 Professional 

(32-bit または 64-bit）/Windows 10 Professional 

●ブラウザ 

Microsoft® Internet Explorer 11 

●CPU 

Intel® core i7 CPU 2.8GHz 以上 

●ネットワークアダプタ 

1000Mbps 程度 

注意：カメラとNVRはギガビット・スイッチに接続してください。 

●メモリ 

4~8GB程度 

●ビデオカード 

NVIDIA® GeForce® GTX1060 相当 

●グラフィック解像度 

1920×1080 ピクセル以上 

●CD-ROMドライブ 

CD-ROM内のデータ閲覧時に必要になります。 

●Adobe Reader 

マニュアルなどを閲覧するのに必要です。 

オーディオ機能を使用するためには PCにサウンド・カードが必要です。 
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2.2 NVRへの接続 

まず、クイック・ガイドやマニュアルを参照したり、ユーティリティをイ

ンストールするために PCに CD-ROMを入れます。 

 

2.2.1 クイック・ガイド 

「Quick Guide」をクリックしクイックガイドをご覧いただけます。 

 

2.2.2 EZ Searchのインストール 

「Install EZ Search」をクリックしてNVR検索ユーティリティを PCに

インストールします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストールウィザードが起動するので、 

「Next」をクリックしてインストールを続行します。 
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内容を確認の上、「Next」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EZ Search は C:\Program Files (x86)\DIGIEVER\EZ Search にインス

トールされます。インストール先を変更したい時は「Change」をクリッ

クして任意のフォルダにインストールすることも可能です。 
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インストール先のフォルダを指定したら、「OK」をクリックしてインスト

ール作業を続行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EZ Search のインストール中は、上記のようなウィンドウが表示されます。

インストールが完了するまでお待ちください。 
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インストールが完了しました。 

「Create Desktop Shortcut」「Create Quick Launch Shortcut」「Create 

Start Menu Shortcut」を選択して「Next」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Launch application when done installing」にチェックを入れ、「Finish」

をクリックすると EZ Search が起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EZ Search は同一サブネット上のDIGISTORを検出し、名称、IP アドレ

ス、Mac アドレス、機種名を表示します。「検索」をクリックすると検出

を開始します。 
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EZ Search の使い方 

EZ Search 上の３つのツールバー 

 

1. ファイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「設定」をクリックすると NVR の UPnP またはネットワーク設定を変更

することができます。 
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注意：設定を変更するためにはNVRの管理者IDとパスワードが必要です。 

 

 

NVR の設定を変更する際、上記のようなダイアログが表れるので、ユー

ザー名とパスワードを入力します。入力後「ログイン」をクリックします。 

※初期設定：ユーザー名、パスワード共に「admin」 
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1) UPnP 

UPnP(Universal Plug and Play)で表示される名称を変更できます。 

変更後、「適用」をクリックして設定を適用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）ネットワーク 

ネットワーク設定では、DHCP による自動取得と 

固定 IP の設定による手動設定が選択可能です。 
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3. オプション 

 

表示言語を変更できます。 

 

リストにあるNVRを選んで「接続」をクリックするか、NVR名をダブル

クリックすると、ブラウザが立ち上がりNVRに接続します。 
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2.2.3 S-NVRデコーダーのインストール 

「Install S-NVR Decoder」をクリックし、以下の手順でインストールを

行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストールウィザードが起動するので、「Next」をクリックしてインス

トールを開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容を確認した上で、「Next」をクリックしてください。 
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S-NVR デコーダーのインストールが開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストールが完了したら「Finish」をクリックしてウィンドウを閉じます 

 

2.2.4 ユーザー・マニュアル 

「User Manual」をクリックしてマニュアルを参照できます。 

 

2.2.5 Browse CD 

Autorun.exe file があるフォルダを開く時は「Browse CD」をクリック

してください。 
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2.2.6 ライブ表示の実行 

1. NVRへの接続 

EZ Search と S-NVRデコーダーのインストールが終わったら、ブラウ

ザを用いてNVRに接続できます。 

1）EZ Search を使って接続する 

リストからNVRを選んで「接続」をクリックする、またはリストをダ

ブルクリックすることでブラウザが起動し、NVRへ接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）ブラウザを立ち上げてから接続する 

NVRの IP アドレスを入力して接続してください。 

 

2. ユーザー名とパスワードの入力 

ユーザー名、パスワードを入力しログインを行ってください。 

 

3. 表示言語の選択 

ドロップダウンリストで言語を指定してください。 
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4. NVR-Client の実行 

初めてNVRに接続した際、NVR-Client をインストールする必要があり

ます。 

注意：NVRの IP アドレスをブラウザの「信頼済みサイト」に登録して

ください。 

 

1）下記のメッセージが表示されますので“OK“を押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

2）実行をクリックしソフトウェアのダウンロードを行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3）実行ボタンをクリックし、ソフトウェアをインストールしてくだ

さい。 

 

NVR-Client をインストールすると PC を使用しモニタリングが行え

ます。 

(※ネットワークの状況によっては、時間がかかることがあります) 
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2.3 その他 

2.3.1 ファイルの改ざんチェック(NVRCheck) 

録画ファイル及び取得したスナップショットには自動的にウォーターマー

クがつき、NVRCheckを使用することで、不正なファイルでないかのチェ

ックができます。 

 

①ダブルクリックをしてプログラムを起動してください。 

②確認を行いたいファイルを選択し OKをクリックしてください。. 

 

改ざんされていないファイルの場合、「No error occur.」と表示されます。 

改ざんされたファイルの場合は、「There is an error in the video file.」と表

示されます。 

 

より詳しく情報が必要な場合は「Detail」ボタンをクリックし、内容を明

記の上、販売店までお問合せ下さい。 
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2.3.2 エクスポートした録画データの再生(NVRPlayer) 

NVRPlayer はエクスポートした録画データの再生を行うこ

とができるプログラムです。  

（※Windowsへのインストールは必要ありません） 

 

①実行ファイルを選択し、右クリック→管理者として起動を行ってくださ

い。 

 

「開く」ボタンをクリックして取得したエクスポートフォルダ内の

Playlist.list ファイルを選択することで再生が可能です。 

 

 

 

 

 

 

また、再生時には左上にタイムスタンプが表示されます。 
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さらに、NVRPlayerの下部にあるタイムバーを動かすことで、選択したフ

ァイル内の時間検索が容易にできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※対応している魚眼カメラの展開も可能です。(※右クリックにてメニューが

表示されますので表示条件を指定し再生を行って下さい) 
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アイコンの説明 

 

 

 コマ送り機能 

「一時停止」ボタンを押し「次のコマ」or「前のコマ」をクリックする

ことで、コマ送り/戻しを行います。 

 スナップショット 

「スナップショット」をクリックすることで PC にスナップショットを

保存します。 
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3.0 PCでの操作 

3.1 ライブ画面 

3.1.1 表示モードの変更 

 

右上四つのボタンで表示モードを切り替えます。 

 

モード 内 容 

 ライブ表示： 

ライブ映像を表示します。 

 録画再生： 

録画した映像を再生するページを表示します。 

 設定： 

カメラ、録画、イベント、管理、ネットワークなど設定するペー

ジを表示します。 

 
ログアウト： 

NVR からログアウトする時にクリックします。 
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3.1.2 ライブ画面の主な機能 

 

1. カメラの状態 

アイコン 内 容 

 

カメラ名： 

映像ウィンドウ左上にカメラの名称が表示されます。「設定 

> カメラ > カメラ設定」で名称を変更できます。 

 

映像圧縮形式： 

M-JPEG / MPEG-4 / H.264 が表示されます。 

 

オーディオ： 

カメラがオーディオ機能をサポートしていると、アイコンが

青色で表示されます。サポートしていない時は灰色で表示さ

れます。 

 
イベント： 

イベントが発生するとアイコンで通知します。 

 
録画状態： 

録画状態を示します。 

 

青色の枠： 

ウィンドウを選択するとその枠が青色で強調表示されます。 
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2.NVRの情報 

1）ファームウェア・バージョン 

NVRのファームウェア・バージョンを表示します。 

 

2）ディスク・CPU使用量 

ディスクと CPUの使用量を確認できます。 

 

 

 

※使用量が 70％以下なら青色で、70％以上になると赤色で表示されま 

す。 

 

 

 

※解像度や FPS、画質の設定により、CPUの使用率が高くなります。 

安定処理の目安は、常時 70％以下です。 
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3.基本機能 

アイコン 内 容 

 

 

 

スナップショット： 

選択したカメラの静止画像を撮影します。ボタンを

クリックするとウィンドウがポップアップします。 

 

1）クリップボード 

画像をクリップボードに

コピーします。コピーし

たデータはペイント・ツ

ールなどにペーストでき

ます。 

2）保存 

画像を設定したフォルダに保存します。 

3）キャンセル 

 スナップショットした画像を破棄します。 

 

デジタル・ズームイン / アウト： 

選択したカメラのデジタル・ズームを操作します。 

 表示停止： 

選択したカメラの表示を停止します。 

 全てを表示停止： 

全てのカメラの表示を停止します。 

 

全てを表示： 

全てのカメラのライブ映像を表示します。 

 

消音： 

カメラのオーディオ・ボリュームをゼロにします。 

 

日付と時間： 

現在の日付と時間を表示します。 
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4.リモート IO 

をクリックしてカメラのDI / DO（接点入出力）の状態を確

認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

DI / DO機能を持っていないカメラの場合は、右記

のウィンドウが表示され使用できません。 

※Brickcom製カメラのみの機能となります。 

 

 

 

5.ライブ表示モード 

アイコンをクリックすると、表示レイアウトを変更できます。 

 

アイコン 内 容 

 

全画面表示 

 

シングル表示 

 
4 分割表示 

 

9 分割表示 
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12 分割表示 

 

 

16 分割表示 

 

 

20 分割表示 

 

 

3 /5 / 25 / 30 / 36 / 49 分割表示 

 

 

5+1 分割表示 

 

 

7+1 分割画面 

 

12+1 分割画面 

 

 

シーケンシャル・モード。特定ページを表示したい時

はドロップダウン・メニューから選択してください。

ページ切り換え間隔は「オプション > 一般設定」で

変更できます。 
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6.PTZ制御 

PTZ 機能を持つカメラは、ライブ画面でその操作を行えます。下記がそ

のアイコンの内容となります。（※対応カメラのみ） 

 

アイコン 内 容 

 

PTZ 操作： 

選択したカメラのパン、チルト、ズーム操作を行えます。ク

リックした矢印の方向にカメラが向きを変えます。中央の

「家（ホーム）」ボタンをクリックすると、ホーム・ポジシ

ョンに戻ります。 

 

プリセット・ポジション： 

カメラにプリセット・ポジションを登録していたら、その位

置情報に基づいてカメラの向きを変えます。 

 

 

光学ズームイン / アウト： 

選択したカメラのズームイン / アウトを制御します。 

 

 

フォーカスの手動調整 

カメラが PTZ 機能をサポートしている場合、マニュアルで

フォーカスの調整が可能です。. 

 

オートフォーカス： 

フォーカスを自動調整します。 

※オートフォーカス対応カメラ使用時に使用します。 

 

 

スケジュール PTZ（巡回モード）： 

プリセット・ポジションを元に自動巡回設定を行います。巡

回回数及びプリセット・ポジション間の移動間隔を設定して

ください。 

 

スケジュール PTZ（巡回モード）： 

巡回を開始します。 
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7.イベント・ログ 

カメラの接続不良や、モーション検知機能等のイベントのログを表示し

ます。検知するとアイコンが点滅し、アイコンをクリックするとログ・

ウィンドウが表示されます。 

 

警告音 

警告音を有効にすると、イベント動作時に警告音が鳴動します。 

（オプション > 一般設定からの“警告音の有効 / 無効の設定変更も

可能です） 

 

8.オプション 

1）一般設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

49 |  

Network Video Recorder 

User’s Manual  

 

●ライブ映像表示の自動整列 

この機能を有効にすると、表示しないカメラを詰めて（＝間を詰めて）

表示します。 

 

●表示サイズ変更を全カメラへ適用 

この機能をチェックするとすべてのカメラの表示サイズ（※アスペク

ト比を維持するか？枠一杯に最大化するか？）を一括で変更できるよ

うになります。 

 

 

 

 

 

 

●イベント発生時にウィンドウを強調表示 

設定によりイベントを検知するとウィンドウが強調表示されます。 

 

 

 

 

 

 

当該映像ウィンドウをクリックすると強調表示を停止します。 

 

 

 

 

 

 

●警告音 

この機能を有効にすると、カメラのイベント時に警告音が鳴ります。 
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●イベント発生時に映像のポップアップ 

この機能を有効にすると、イベント発生時に映像のポップアップを行うこ

とができます。 

 

確認後、  ボタンを押しポップアップ画面を閉じてください。 

 

    秒後にウィンドウを閉じる. (5-180秒) 

 

 

 

自動的にポップアップを閉じる場合は、上記メニュー内の“ ”にて秒数
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の指定を行ってください（※デフォルトは 10秒です）。 

 

●全てのカメラにおいてポップアップを行います。 

 

“登録されているすべてのカメラのポップアップを有効にします”を有

効にすると NVR のすべてのカメラにおいてイベント発生時ポップアッ

プを行います（※表示されていないカメラも含む）。 

使用しない場合は、現在表示されているカメラに対してポップアップを

行います。 

 

注意: NVRがポップアップ可能な画面数は１です。（ポップアップには

最新のイベントの画像が表示されます。 

 

2）マルチ・サーバー設定 

マルチ・サーバー使用時のレイアウト情報を本機に保存します。 
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3）シーケンシャル・モード設定 

ページの切替間隔（秒単位）を設定します。 

 

 

 

 

 

4）ジョイスティック設定 

PC に USB 接続されたジョイスティックで PTZ カメラを制御できま

す。ジョイスティックの機種を選択して「適用」をクリックしてくだ

さい。 

※ジョイスティックの項目にて、該当するジョイスティックのモデル

名を選択し「適用」を押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

その後、ジョイスティックによりカメラを操作できます。 
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3.1.3 オプション(映像ウィンドウ上の右クリック) 

1.消音：カメラの音声をOFFにします。 

2.アスペクト比：原寸サイズ、または最大サイズ（ウ

インドウに合わせる）を切り替え表示できます。 

3.ストリーミングの変更：表示しているストリーミン

グの切り換えを行います。 

 

※マルチ・ストリームに対応するカメラであれば、二

つの映像ストリームを取得できます。通常、ストリー

ム 1は高画質（録画用）、ストリーム 2は低画質（小

サイズのウィンドウ表示用）に使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

「ストリームを自動判別」が有効の場合、選択中のレイアウトに合わ

せて最適のストリームが表示されます。 

 

また、ストリームをサーバーから配信の場合は、常に NVR 経由でス

トリームを配信します。 

 

4.カメラの設定ページ：カメラの設定ページへ移動します。 

5.NVRの設定ページ：新規ページでNVRのカメラ設定ページを表示し

ます。 

6.録画再生：新規ページで録画再生ページを表示します。 

7.マニュアル録画：マニュアル録画を開始、終了します。 

8.全画面：全画面表示を終了します。 

9.カメラステータスバー：カメラ情報などのステータスを表示/非表示

の切り替えができます。 

10.ROI : ROI を使用します。 



 

54 |  

11. panomorph (魚眼補整モード)：全方位カメラ、または

ImmerVision レンズを取り付けたカメラの映像を補整する際に使用で

きます。 

（1）全方位カメラの展開 

カメラを選択後、右クリック→下記画面内容にて全方位カメラ

の設定位置、表示方法の変更を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   12.インスタント再生：選択したカメラの即時再生を行います。 

 

 

3.1.4 音声双方向機能 

音声双方向の機能が使用できます。（※対応機種のみ） 

 

 

3.1.5 マルチ・サーバー 

他のNVRを今アクセスしているNVRに登録して、まとめて管理できます。

カメラリストの上にあるアイコンをクリックしてください。 

※閲覧用、録画再生用で、別に設定が必要です。 
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再検出のボタンを押すとNVRを自動的に検索します。追加したいNVR

にチェックを入れ、ユーザー名、パスワードを入力して「OK」をクリ

ックしてください。 

 

 

 

 

 

 

手動で追加する際は、「NVRを追加」をクリックすると下記のウィンド

ウが表示され、NVR のアドレス、ポート番号、ユーザー名とパスワー

ドを入力することでNVRの追加が可能です。 
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追加したい NVRとカメラを選択して「OK」ボタンを押してください。 

※最大256台チャンネルの登録が可能です。（5chのDIGISTOR使用

時は51台まで） 

 

3.1.6 ダイナミック E-map機能  

PC を使用してのモニタリングにてマップ機能が使用できます。ユーザー

はマップを貼り付けカメラを配置することにより視覚的にカメラの監視

が可能です。また、イベント発生時に該当カメラのポップアップ表示も可

能です。 
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ライブ表示上の E-Map ボタンをクリックし、E-Map の画面に移行してく

ださい。 

 

１．アイコンの状態 

アイコン 内容 

 

パネルの固定: パネルを固定します。. 
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パネルを隠す:ウィンドウの端にパネルを隠し、非表示に

する。（※再度パネルを表示するには、パネル名をクリッ

クしてください） 

 

 

削除: 

パネルを閉じます。 

 

Mapの追加: E-Map を追加します。 

 

Mapの削除: E-Map を削除します。  
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追加可能なカメラ: デバイスパネル上にあるカメラをドラッグ

することにより追加可能です。  

 

Map 上に既にあるカメラ:すでに Map に登録されているため、

そのカメラの追加はできません。 

 

 

２．Mapの階層の追加と削除 

(1) Mapの追加: マップを追加するには“マップパネル”上のマップをクリッ

クし“マップの追加” をクリックしてください。

 

 注意: PNG, BMP 及び JPEGの画像のみ使用できます。 

 

(2) Mapの右クリック: マップを右クリックすることでサブレイヤー（サブ

階層）の作成が可能です。. 
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E-Mapの拡大/縮小 

マウスのスクロールを使用し、Mapの拡大/縮小ができます。 

Mapの削除 

(1) Mapの削除ボタンによる削除: マップをマップパネルより選択し“マ

ップの削除”をクリックしてください。 

 

 

(2) マップパネル上でのマップの削除: 直接マップを選択し右クリック→

“マップの削除“よりマップの削除を行ってください。 
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カメラの配置 

(1) カメラの配置: 配置したいマップの場所にカメラをドラッグしカメラの

配置を行ってください。カメラの配置が正常に行われると、デバイスパ

ネル上のカメラのアイコンが   (配置可能なカメラ) から  

(配置済みのカメラ)と表示が変わります。 
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カメラ情報 

マウスの矢印をマップ上にあるカメラアイコンへ移動すると黄色のコラム

に IP アドレス等のカメラの情報が表示されます。 

 

(2) カメラの削除: カメラの削除を行うには、右クリックをしてカメラの削

除を選択することでカメラの削除が可能です。 

 

カメラアイコンの向きの変更 

カメラアイコンを右クリックすることで、カメラの向きを変更できます。 
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E-map上でのポップアップ機能 

動体検知などのイベント発生時に別ウィンドウにてカメラのライブ映像の表

示が可能です。この機能を有効にするには、“イベントが発生したカメラのポ

ップアップを行う”のチェックを ONにしてください。 

 

 注意: 同時にポップアップできるカメラの最大数は４台まで。 
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ポップアップされたカメラのウィンドウを閉じるには、右上の×をクリックし

てください。 

 

イベント(ログ) 

イベントの状態を確認することで、詳しくイベントの履歴をより正確に確認す

ることができます。 
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3.2 録画再生 

録画再生画面では、NVR に記録した録画映像を再生できます。(※4 台ま

でのカメラの記録映像を同時に再生できます) 

 

3.2.1 録画再生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

録画再生は次の手順で行います。 

1. 再生したいカメラをリストから選択します。 

2. 再生したい日付と時刻を選択します。 

3. 再生したい録画映像のタイプを選択します。 

4. 「再生」ボタンをクリックします。 

 

1. カメラの選択 

再生を行いたいカメラにチェックを入れてください。 
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※再生したいカメラにチェックを入れると、タイム・テーブルにその

カメラの名称と録画している時間帯を示すグラフが表示されます。 

 

2.日付と時刻の選択 

再生したい日付と時刻を指定してください。選択

したカメラが録画を行っている日付がカレンダ

ー上で青色（通常録画）表示されます。再生する

日付をカレンダーで指定し、開始時刻と終了時刻

を選択します。 

 

3.録画タイプの選択 

通常録画（灰色）、イベント録画（赤色）、ビデオ・

クリップ（黒色）、修復されたファイル（青色）、

夏時間（緑色）を選択してください。 

 

4.「再生」をクリック 

「再生」ボタンをクリックして再生を行ってくだ

さい。 

 

フレーム単位の再生（コマ送り再生） 

1. 「一時停止」ボタンをクリックします。 

2. 「1 コマ戻す（前のイメージ）」または「1 コマ進める（次のイメ

ージ）」ボタンをクリックします。 
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●スケール・バー 

スケール・バーを操作することでタイム・テーブルの表示を拡大 / 縮

小できます。 

 

 

 

 

 

●スクロール・バー 

スクロール・バーを操作することで、任意の時間の録画映像を再生でき

ます。 

注意：スクロール・バーは再生中のみ使用できます。 

 

 

 

 

●サムネイル機能 

グラフにマウス・オーバーすることでその時間の静止画像が表示されま

す。 

 注意：この機能は一時停止中のみ使用できます。 
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3.2.2 録画再生画面の主な機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 表示モード 

分割表示を変更する場合は、再生バーの右のアイコンで変更を行って

ください。 

また、各カメラの録画映像の時間は、カメラの左上に表示されます。 

 

2. デジタル・ズームイン / アウト 

選択したカメラの再生映像を電子ズームすることができます。再生バ

ー左側の虫眼鏡のマークをクリックして使用してください。 

  



 

69 |  

Network Video Recorder 

User’s Manual  

3. 録画再生時の操作 

 

 

 

 

①一時停止：録画再生を一時的に停止します。 

②前のイメージ：１コマ前に戻ります。 

③スロー再生：再生速度を落とします。 

④再生：録画映像を再生します。    

⑤高速再生：倍速再生を行います。 

⑥次のイメージ：コマ送りを行います。 

⑦逆再生：録画映像を逆再生します。 

※再生速度はスクロール・バーの右上に表示されます。 

 

4. 消音 

 

「消音」ボタンをクリックすると、音声のミュートを行います。もう

一度ボタンを押すことでオーディオ再生のオン／オフを切り換えら

れます。 

 

5. スナップショット 

「スナップショット」ボタンをクリックすると、選択しているカメラ

の静止画像を保存します。 

●録画再生時の連続スナップショット 

複数のスナップショットを 1度のクリックで取得できます。 

デフォルトは「1」で、画面右の再生設定ボタンより変更し、最大 5

枚の連続静止画像をワン・クリックで撮影できます。 
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6. 全方位カメラの映像補整 

カメラを右クリックしメニューにて全方位カメラを選択、補正したカ

メラの映像を表示できます。 

 

 

 

 

 

 

 

7. OSDの色とサイズの変更 

録画映像で表示されるOSD（On Screen Display）の設定を変更でき

ます。 

1）画面右の「再生設定」をクリックします。 
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2） 文字のサイズをドロップダウン・メニューから選択してください。 

 

3）「色」をクリックするとパレットが表示されます。表示したい文字

の色を選択してください。 

 

デフォルトボタン 

“デフォルト”ボタンをクリックすることで、OSD及びフォントの

サイズ・色をデフォルトに戻します。 

 

3.2.3 スマートサーチ機能 

録画再生映像を元に、モーションの検知、持ち込み検知、持ち去り検知、

いたずら検知、ピンボケ検知を行えます。 
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リストからカメラを選択し、スマートサーチを行いたい日付を選択→“スマー

トサーチ”ボタンを押して画面を移行してください。 

 

 

 

カメラを選択し、カメラの検知モード、開始時間、終了時間を入れ“検索”ボタ

ンを押してください。  
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設定の概要: 

(1) 物体の大きさ: 検知する物体の大きさ 

 注意: モーションの検知, 持ち込み検知、持ち去り検知には物体の大きさ

の調整が必要です。  

(2) 感度: 検知する感度 

(3) インターバル: その物体が指定した領域に存在する(しない)期間 
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スマートサーチの結果が表示されます。（※録画の再生を行う前にプリ録画再

生の秒数の変更をしたい場合、右上の“プリ録画再生”にて０秒～１００秒の間

で期間の変更を行ってください） 

 

その後、再生を行いたいリストをダブルクリックすることにより再生を行って

ください。 
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3.2.4 同一カメラの分割同時検索機能 

再生時にカメラ上で右クリックを押すと下記のメニューが表示され同一

カメラの分割同時表示が行えます。 

※まずはじめに、1日のデータを分割し画像表示します。 

 

 

 

１つの画面をクリックするとその時間範囲がさらにｘ分割されるので、 

データの絞り込みを行ってください。 

 

検索を行ったのち、取得したいデータをエクスポートし再生を行うことが

できます。 
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3.2.5 ファイルのエクスポート 

エクスポート機能を用いることで、録画映像をNVRから取り出せます。 

 

1）映像のエクスポート先の決定 

「設定」ボタンをクリックして設定ウィンドウを表示してください。「映

像のエクスポート先」に示されるフォルダに保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）録画ファイルのエクスポート 

カメラ、録画映像のタイプ、日付と時間を選択し「エクスポート」ボタ

ンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エクスポートボタンをクリックすると下記の画面が表示されます。 
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“OK”を押すと NVRPlayer と NVRCheck を録画映像とともにダウンロ

ードするかどうかを確認するウィンドウが表示されます。 

●NVRPlayerはNVRに保存された録画映像を再生するプレイヤーで

す。 

●NVRCheck は、録画映像ファイルが DIGISTOR で作成されたもの

かどうかを確認するためのツールです。 

 

 

 

 

 

 

上記のダイアログが表示されるとファイルのエクスポートの完了で

す。 

 

4）エクスポートのキャンセル 

データ転送中に「キャンセル」をクリックすることで中止できます。 
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3.2.6 エクスポートしたファイルの再生 

1) エクスポートを行うとフォルダが生成され、フォルダにアクセスを行うと

下記のフォルダが確認できます。 

（※エクスポート時にNVRPlayer及びNVRCheckをダウンロードした場合） 

 

2) NVRPlayer.exeを選択しファイルを展開してください。 

 

3) 7z フォルダを展開すると下記のフォルダが現れるのでそのフォルダをク

リック 

 

4) NVRPlayer.exeをクリックして Playerを起動してください。 

NVRPlayerの起動後左下のブラウザボタンを押し、ダウンロードしたフォルダ

内にある Playlist.listを選択してください。 
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5) 選択するとエクスポートを行ったカメラが右に表示されるので再生を行

いたいカメラを選択、再生ボタンをクリックすると録画の再生を行います。 

※スナップショットを取得したい場合は、再生ボタン左のスナップショッ

トボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※LDにてエクスポートを行う場合は、7z フォルダをクリックしての

NVRPlayer の展開は必要ありません 
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3.3 PCによる録画フォルダへのアクセス(SMB/FTP) 

Windows ネットワーク、または FTP サービスを使って映像ファイルにア

クセスできます。 

注意：使用するサービスは、「ネットワーク共有サービス」ページで有効

にしてください。 

 

ファイル共有ページの「リンク」ボタンをクリックすると、ダイアログが

開きます。 

 

 

 

 

 

3.3.1 Windowsネットワーク 

Windows のエクスプローラーにて 

\\(IP アドレス)を入力して直接録画ファイルにアクセスができます。 

 

 

 

「videodata1」のフォルダの中に録画映像が保存されています。 

クリックすると日付けごとのフォルダが表示され、フォルダ内には

「RecordFolder」という名のフォルダが時系列で並んでいます。 

録画映像は 5分ごとのファイルで保存されています。 

 (※削除はできません) 

また、コピーしたファイルは、NVRPlayer にて再生をしてください。 

file://///(IP
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3.3.2 FTPサービス 

Internet Explorer を使って FTP サービスを利用できます。アドレス・バ

ーに 

 ftp://（NVRの IP アドレス） 

を入力して「Enter」を押してください。管理者のユーザー名とパスワー

ドを使用してアクセスを行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

ログオンするとフォルダ一覧が表示されます。「videodata1」をクリッ

クします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォルダ内には「RecordFolder」という名のフォルダが時系列で並ん

でいます。その中に録画ファイルが 5分ごとに保存されています。 
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4.0 ローカル・ディスプレイの操作 

 

4.1 NVRへのログイン 

NVRにログインを行います。 

ユーザー名とパスワードを入力してください。 

※デフォルトの管理者ユーザー名、パスワードは admin/admin となりま

す。 

 

 

 

 

 

 

解像度： 

解像度 1920 x 1080 または 1024 x 768 を選択できます。 

 

4.1.1 バーチャル・キーボード 

ユーザー名、パスワード入力時に USB キーボードを NVR の USB に接続

するか、バーチャル・キーボードを使用してください。下記の赤枠をクリ

ックすることでバーチャル・キーボードを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

バーチャル・キーボードには小文字、大文字、記号の 3モードがあります。 
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4.2 ライブ表示 

4.2.1 ライブ表示モードの選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右上四つのボタンで表示モードを切り替えます。 

 

モード 内 容 

 

ライブ表示： 

ライブ映像を表示します。 

 

録画再生： 

録画した映像を再生するページを表示します。 

 

設定： 

カメラ、録画、イベント、管理、ネットワークなど設定する

ページを表示します。 

 

ログアウト： 

NVR からログアウトする時にクリックします。 
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4.2.2 ライブ表示の主な機能 

 

 

1. カメラの状態 

アイコン 内 容 

 

カメラ名： 

映像ウィンドウ左上にカメラの名称が表示されます。

「設定 > カメラ > カメラ設定」で名称を変更でき

ます。 

 

映像圧縮形式： 

M-JPEG / MPEG-4 / H.264 のいずれかです。 

 

オーディオ： 

カメラがオーディオ機能をサポートしていると、アイ

コンが青色で表示されます。サポートしていない時は

灰色で表示されます。 

 イベント： 

イベントが発生するとアイコンで通知します。 

 録画状態： 

カメラが録画中かそうでないかを表示します。 
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青色の枠： 

ウィンドウを選択すると枠が青色で強調表示されま

す。 

 

2. NVRの情報 

1）ファームウェア・バージョン 

ライブ表示ページに NVR のファームウェア・バージョンが表示されて

います。 

 

 

2）ディスク・CPU使用量 

設定ページへ移動しなくても、ディスクと CPU の使用量を確認できま

す。 

 

 

使用量が 70％以下なら青色で、70％以上になると赤色で表示されます。 

 

 

 

解像度や FPS、画質の変更や、RAID を作成中は CPU の使用量が大き

くなります。常時 70％以下になるよう、設定に注意してください。 

 

3. 基本機能 

アイコン 内 容 

 スナップショット： 

選択したカメラの静止画像を撮影します。 

「Public > liveview_snapshot」に保存されます。 

Windows ネットワークまたは FTP でアクセスできます。 

 

デジタル・ズームイン / アウト： 

選択したカメラのデジタル・ズームを操作します。 

 

表示停止： 

選択したカメラの表示を停止します。 
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全てを表示停止： 

全てのカメラの表示を停止します。 

 

全てを表示： 

全てのカメラのライブ映像を表示します。 

 

消音： 

カメラのオーディオ・ボリュームをゼロにします。 

 

日付と時間： 

現在の日付と時間を表示します。 

 

4.表示モード 

表示レイアウトを変更できます。アイコンをクリックしてください。

選択中のレイアウトはアイコンが青色で表示されます。 

アイコン 内 容 

 
全画面表示 

 
シングル表示 

 
4 分割表示 

 
9 分割表示 

 
12 分割表示 

 
16 分割表示 

 
20 分割表示 
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3,５,25,30,36,42,49,56,64 分割表示 

 
5+1 分割表示 

 

シーケンシャル・モード。特定ページを表示したい時はドロ

ップダウン・メニューから選択してください。 

 

5.PTZ 制御 

PTZ 機能を持つカメラは、ライブ表示ページでその操作を行えます。

以下は制御アイコンですが、カメラの機種によって対応していない機

能もあります。 

 

アイコン 内 容 

 

PTZ 操作： 

選択したカメラのパン、チルト、ズーム操作を行えます。

クリックした矢印の方向にカメラが向きを変えます。中

央の「家（ホーム）」ボタンをクリックすると、ホーム・

ポジションに戻ります。 

 
プリセット・ポジション： 

カメラにプリセット・ポジションを登録していたら、そ

の位置情報に基づいてカメラの向きを換えます。 

 

光学ズームイン / アウト： 

選択したカメラのズームイン / アウトを制御します。 

 

フォーカスの調整： 

カメラが PTZ 機能をサポートしている場合、マニュアル

でフォーカスの調整が可能です。 

 

スケジュール PTZ（巡回モード）： 

巡回するプリセット・ポジションを「セット」で選択し

ます。巡回回数及びプリセット・ポジション間の移動間

隔を設定してください。 
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スケジュール PTZ（巡回モード）： 

「Go」をクリックすると巡回が始まります。 

 

6.イベント・ログ 

モーション検知機能を使用している時、検知するとアイコンが点滅し

ます。アイコンをクリックするとログ・ウィンドウがポップアップし

ます。 

 

 

 

 

 

 

4.2.3 映像設定 

警告設定やウィンドウ設定、シーケンシャル・モード設定など、ライブ表

示全般の設定を行います。 

 

1）ライブ設定 

●表示サイズ変更を全カメラに適用 

映像ウィンドウ上での右クリック→アスペクト比→「オリジナルのサ

イズ」または「ウィンドウのサイズ」をすべて一括で切り替えます。 

 

 

 

 

 

●イベント発生時にウィンドウを強調表示 

モーション検知など、カメラが

イベントを検知するとウィン

ドウが強調表示されます。 
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当該映像ウィンドウをクリックすると強調表示は終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

●イベント発生時にポップアップ 

また、ポップアップの設定を有効にすると、イベントが発生したカメ

ラのポップアップを行います。  

※対応していないカメラもあります。 

 

 

 

 

 

ポップアップのウインドウをクリックすることで、手動でポップアッ

プを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

自動でポップアップを閉じる場合は「設定」内で設定を行ってくださ

い(デフォルトは 10秒です) 。 
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“登録されているすべてのカメラのポップアップを有効にします”を選択した

場合、すべてのカメラでポップアップ動作を行います（チェックを行わない場

合は表示されているカメラのみポップアップを行います）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意: 同時にイベントが発生した場合、最新のカメラのイベントがポッ

プアップとして表示されます。 
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●デュアルディスプレイの個別モードを有効にする 

チェックすることで、HDMI、DVI/RGB モニターとして分割表示を個別に表示

するモードに変更します。 

※1024×768の解像度には対応しておりません。 

 

●スナップショットを外付け USBデバイスに保存します 

スナップショット画像を外付け USBに保存します。 

※通常、モニタリング画面のスナップショットは本体に保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）シーケンシャル・モード設定 

ページの切換間隔（秒単位）を設定します。 
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4.2.4 オプション(映像ウィンドウ上の右クリック) 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.panomorph (魚眼補整モード)：全方位カメラ、または ImmerVision

レンズを取り付けたカメラの映像を補整する際に使用できます。 

（1）全方位カメラの補整 

カメラを選択して右クリックを押し、メニューにて Panomorph を選

択、補正を行いたい表示モードの変更を行ってください。 

 

2.アスペクト比：原寸サイズ、または最大サイズ（ウインドウに合わせ

る）を切り替え表示できます。 

 

3.ストリームの切り替え：表示しているストリーミングの切り替えを行

います。 

 

※マルチ・ストリームに対応するカメラであれば、二つの映像ストリ

ームを取得できます。通常、ストリーム 1 は高画質（録画用）、スト

リーム 2は低画質（小サイズのウィンドウ表示用）に使用します。 
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「ストリームを自動判別」が有効の場合、選択中のレイアウトに合わ

せて自動的に最適のストリームが選択され、表示されます。 

 

※ストリームをサーバーから配信の場合は、NVR 経由でストリーム

を配信します。 

 

4.全画面表示：全画面表示を終了します。 

5.カメラステータスバー：カメラ情報などのステータスを表示/非表示

に切り替えできます。 

6.マニュアル録画：マニュアル録画を開始、終了します。 

7.インスタント再生：選択した 1台のカメラの即時再生を行います。 

 

4.3 録画再生 

録画再生画面に移行すると、NVRに記録した録画映像を再生できます。 

※4台までのカメラの記録映像を同時に再生できます。 

 

4.3.1 録画再生 

録画再生は次の手順で行います。 

1.再生したいカメラをリストから選択します。 

2.再生したい日付と時刻を選択します。 

3.再生したい録画映像のタイプを選択します。 

4.「再生」ボタンをクリックします。 
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1.カメラの選択 

4 台以下のカメラを選択して再生できます。 

 

 

 

 

 

 

2.録画タイプの選択 

再生したい日付と時刻を指定してください。選

択したカメラが録画を行っている日付がカレン

ダー上で青色（通常録画）表示されます。再生

する日付をカレンダーで指定し、開始時刻と終

了時刻を選択します。 

 

 

 

 

3.録画タイプの選択 

録画のタイプには、通常録画（灰色）、イベント録画（赤色）、ビデオ・

クリップ（黒色）、修復されたファイル（青色）、重複している時間帯

（緑色）があります。選択した録画のタイプによって日付の色が変化

します。 

 

4.「再生」をクリック 

「再生」ボタンをクリックすると再生が始まります。 

フレーム単位の再生（コマ送り再生） 

1.上記四つの手順に従います。 

2.「一時停止」ボタンをクリックします。 

3.「1 コマ戻す（前のイメージ）」または「1コマ進める（次のイメー

ジ）」ボタンをクリックします。 

 

 

フレーム単位の再生（コマ送り再生） 
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1.上記四つの手順に従います。 

2.「一時停止」ボタンをクリックします。 

3.「1 コマ戻す（前のイメージ）」または「1コマ進める（次のイメー

ジ）」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

録画タイプの選択: 

イベント録画等で録画されたデータを再生するには、通常 (グレー)、 

イベント (赤)、 ビデオ・クリップ (黄)、 修復(青)、 重複している

時間帯(緑)、USBデバイス(グレー)を選択した上で検索を行います。 

 

検索上の録画データの色帯に関しても上記の色により種別されます。 
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＝録画タイプ＝ 

 

1) 通常 (グレー): 

通常録画 ：常時録画やスケジュール等で設定を行い、録画を行ったファ

イル。（※イベント、重複した時間帯等以外の録画ファイル） 

 

2) イベント (赤): 

イベントファイル 動体検知などのイベントが発生した際の録画ファイル。

（※詳細は 5.2.3 イベントと動作の管理を参照）  

 

3) ビデオ・クリップ (黄): 

ビデオクリップ 設定> イベントと動作の管理> 詳細設定内で設定され

たビデオクリップファイル。 

 

4) 修復(ブルー): 

修復ファイル 不意に NVRの電源が落ちた場合など、バッファされている

出来る限りのデータを保全し、修復を行ったファイルです。（※電源が落

ちている間の録画データは修復できません） 

 

5) 重複している時間帯 (緑): 

重複している時間帯 録画時間の変更を行った際に重複される時間の録画

データを表示します。 

 

6) USBデバイス(グレー): 

バックアップを行った録画ファイルをチェック用に確認できます。クリッ

クするとフォルダが表示され、フォルダ内(playlist.list)をクリックすること

でバックアップファイルを再生できます。 
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4.3.2 録画再生の主な機能 

 

1.表示モード 

再生バー右の表示モードアイコンにて分割画面の変更が行えます。 

また各カメラの録画映像の時間は、カメラの左上に表示されています。 

 

2.デジタル・ズームイン／アウト 

選択したカメラの映像を拡大/縮小する際に使用します。元のサイズに

戻す時はデジタル・ズームアウトを使用してください。  
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3.録画再生時の操作 

 

 

 

(1)   (2)   (3)    (4)    (5)  (6)    (7) 

 

①停止：録画再生を停止します。 

②前のイメージ：１コマ前に戻ります。 

③スロー再生：再生速度を落とします。 

④再生と一時停止：録画映像を再生します。もう一度押すと録画再生を

一時停止します。    

⑤高速再生：再生速度を上げます。 

⑥次のイメージ：１コマ先に進めます。 

⑦逆再生：録画映像を逆再生します。 

再生速度はスクロール・バーの左に表示されています。 

 

 

 

 

4.スケール・バー 

スケール・バーを操作することでタイム・テーブルの表示を拡大 / 縮

小できます。 

 

 

 

 

5.スクロール・バー 

スクロール・バーを操作することで、任意の時間の録画映像を再生でき

ます。 

 注意：スクロール・バーは再生中のみ有効になります。 
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4.3.3 音声の再生 

 

選択中のカメラの音声を再生できます。 

 

アイコン 内 容 

 

消音： 

再生中の録画映像の音声をミュートしま

す。再度クリックすると音声が ON になり

ます。 

 

音量ダウン： 

再生中の記録映像の音声ボリュームを下げ

ます。 

 

音量アップ： 

再生中の記録映像の音声ボリュームを上げ

ます。 
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4.3.4 スナップショット 

ローカル・ディスプレイでの再生中にもスナップショットを撮影できます。

USBの保存メディアをNVRの USBポートに接続してください。「スナッ

プショット」ボタンをクリックすると静止画像が保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3.5 録画映像のエクスポート 

 
 

カメラ、日時、時間を選択し、エクス

ポートボタンを押してください。 

※USB デバイスのフォーマットは

FATを使用してください 
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エクスポートボタンを押すと上記の画面が表示されます。エクスポート

を行いたい日付と時間を選択してください。 

※想定容量をクリックすると USB メモリとコピー容量の確認ができます。 

 

OKをクリックするとエクスポートが開始されます。 

※パスワード保護の設定を行っている場合は、ここでパスワードを入力

する画面が表示されます。 

※NVRPlayerは、録画再生を行うための再生専用プログラムです。 

※NVRCheckは、録画ファイルの改ざんをチェックするチェックツールで

す。 

 

USB デバイス（フラッシュメモリ）、USB-DVD(※推奨品)等を使用しバッ

クアップが可能です。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

USB DVDを使用する場合は、 

録画検索と同様に日付、時間を選択した後、バックアップボタンを押してくだ

さい。その後、下記のようなメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

YESを選択後、エクスポートがはじまります。 

※パスワード保護の設定を入れている場合は、ここでパスワードを入力する画

面が表示されます。 

 

“録画映像をエクスポートしました“というダイアログが表示されると、エクス

ポート完了です。 
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※エクスポートファイルの再生方法は、エクスポートしたファイルの再生方法

を参照ください。 

 

 

 

4.4 その他 

4.4.1 ローカル・ディスプレイのスクリーンショット 

キーボードを接続し「PrtSc SysRq」を押すとローカル・ディスプレイの

全画面がNVRの共有フォルダ「Public」内に保存されます。PCを使って

Windows ネットワーク、または FTP でファイルにアクセスできます。 

 

※Windows ネットワーク、FTP サービスを使用する際は、設定ページの

「ファイル共有」設定より設定を行ってください。 
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5.0 設定 

 

注意：設定ページを表示してから待機時間が 10 分を経過すると、セキュリ

ティのために自動的にログアウトします。 

 

5.1 カメラ設定 

 

 

 

 

5.1.1 カメラ設定 

手動またはUPnP/Onvir 検索でカメラをNVRに登録します。 

 

1.カメラ設定 

手動で IP アドレスを入力し、メーカー名を選択します。その後、「適用」

をクリックしてカメラを登録してください。 

 

 

カメラ名（任意）、ユーザー名、パスワードを入力してください。 

※カメラのユーザー名、パスワードは管理者のものを使用してください。

カメラによっては、自動的にユーザー名、パスワードにデフォルト値が
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入力されるものもあります） 

 ※IDとパスワードは 1～32文字の間で入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録が完了すると、リストにカメラ名、IP アドレス、ポート番号、メー

カー名、機種名が表示されます。 

 

カメラの登録が完了したら、「次へ」をクリックしてください。 

 

また、カメラリスト右のチェックボックスにチェックを入れ、「削除」

ボタンをクリックすることで NVRから登録カメラの削除を行えます。 
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●Generic RTSP/ Generic M‐JPEG 

DIGISTORは、正式対応していないカメラであっても、RTSP/ M‐JPEG

のストリーミングを取得するための URL がわかれば、Generic 登録で

きます。取得したストリーミングはライブ表示、録画に用いられます（※

あくまでテスト用の機能です）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Generic URL の欄に、URL を入力してください。RTSP を使用する時は

RTSP ポートの欄も入力する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「適用」をクリックすると設定が反映されます。 

 

URL はメーカーにお問い合わせください。また、参考に、 

- https://www.soleratec.com/rtsp/ 

- http://www.ispyconnect.com/sources.aspx  

http://www.ispyconnect.com/sources.aspx
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2.UPnP/Onvif 検索 

「UPnP/Onvif 検索」をクリックすると、同一サブネット上のカメラを検

索します。検索できるのはUPnP/Onvif 機能を持つカメラだけです。一部

のカメラ（Panasonic iPro など）は起動後、一定時間のみ UPnP で検索

できます。 

 

検索中の画面です。しばらくお待ちください。 

 

登録可能なカメラが一覧表示されます。リストから「追加」をクリック

して必要なカメラを追加してください。 
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登録したカメラはカメラ名、IP アドレス、ユーザー名、パスワード、ポー

ト、メーカー名、機種名が表示されます。「適用」をクリックしてカメラ

を登録します。 

注意：カメラ名、ユーザー名、パスワードは変更できます。ユーザー名と

パスワードは初期値が表示されますが、変更すると NVR 側はそれを初期

値として登録します。 

登録が終わったら「次へ」をクリックします。 

 

5.1.2 映像設定 

メニューの中の「映像設定」を選択してください。 

 

カメラがマルチ・ストリームに対応している場合、NVR は 2 本のストリ

ームを取得できます。ストリーム 1は録画用（※1～12 分割表示に使用す

るライブ映像用）、ストリーム 2 は 16 分割以上のライブ映像を表示する

ために使われ、通常は低画質設定を行います。それぞれ最適の解像度、フ

レームレート、画質を設定してください。 
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映像設定を行う時は、先に下段にあるカメラリストから、設定したいカ

メラを選択してください。上段に設定情報が読み込まれます。 

 

●映像形式 

ライブ映像表示／録画で使用する映像形式を選択してください。 

注意：選択可能な形式は機種によって異なります。 

●フレームレート 

ライブ映像表示／録画時のフレームレートを選択してください。実際に

表示／録画できるフレームレートはネットワークの環境に依存します。 

●解像度 

ライブ映像表示／録画で使用する解像度を選択してください。 

●画質 

VBR（流動的なビットレート）か CBR（固定的なビットレート）を選

択し、画質を選んでください。 

●音声 

音声機能を使用する際はチェックを入れてください。 

 

「カメラの設定」から、カメラの設定ページへ移動することができます。 
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5.1.3 カメラの状態 

「カメラの状態」をクリックすると NVR に登録しているカメラのステー

タスを確認できます。 

 

 

接続状態が「接続しました」は、カメラと NVR が正常に接続できている

状態を表します。「接続不良」は何らかの理由で接続できていない状態で

す。ただし、イベント録画でイベントが発生していない時やスケジュール

されていない時間帯は録画状態が「停止」ステータスになります。 
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5.2 録画とイベント 

5.2.1 録画モード 

録画モードには「No Recording（録画しない）」「スケジュール録画」「常

時録画」の 4タイプあります。カメラごとにモードを設定できます。 

 

 

●No Recording：全てのカメラで録画をしないモードです。 

●スケジュール録画：決められたスケジュールに従って録画を行うモード

です。「録画スケジュール」タブでスケジュールを作成します。 

※アラーム録画を行う場合もこちらを選択します。 

●常時録画：連続的に録画するモードです。 

●映像形式：NVRの録画形式を変更できます。 

※デフォルトは独自フォーマットです。 

●HDD設定：HDDの使用率が一定の値に達すると古いファイルを削除す

る方法です。20～90 までの値（％）を設定してください。例えば「70」

を設定すると、HDDの使用量が 70％に達すると、古いファイルから削除

していき、使用率 70％を保つようにします。 

(※初期値 70%) 

●映像保存：録画ファイルを保存する日数を決め、その設定した期日が過

ぎたファイルを削除していきます。ただし、HDD の容量が足りず、その
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期日が訪れるまでに HDD の容量が一杯になる状態になると録画が停止し

ますのでご注意ください。 

設定が終わったら「適用」をクリックして設定を反映させてください。 

 

5.2.2 録画スケジュール 

録画スケジュールの設定を行います。 
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1）スケジュールの設定 

カメラを選択、開始時間と終了時間を決め「挿入」をクリックしてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）スケジュールの削除 

削除をしたいスケジュールのバーをクリックし、「削除」をクリックす

ると、そのスケジュールが削除されます。 
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5.2.3 イベントと動作の管理 

「イベントと動作の管理」を使用すると、下記イベント内容に対してポ

ップアップ通知を行ったり、動体検知時に録画を開始するなどの機能が

使用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）イベントと動作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左画面のイベントを選択し、右上の追加をクリックして設定を行ってください。

ください。下記が、トリガーイベントと動作の内容となります。 

 

＝カメラのイベント＝ 

1.接続不良 

カメラとの接続が途切れた時、設定した動作を行います。 

2.モーション検知 

カメラがモーションを検知した時、設定した動作を行います。 

3.音声検知（※対応AXIS カメラのみ） 
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音声を検知した際、設定した動作を行います。 

4.接点入力 

カメラのデジタル入力に信号が入ると、設定した動作を行います。 

5.コールボタン（※アイホン製 IX-DA のみ） 

ドアホンのコールボタンを押下した際に設定した動作を行います。 

 

＝NVRのイベント＝ 

1.接続不良 

NVRがネットワーク接続を失うと、設定した動作を行います。 

2.録画エラー 

NVRが録画(※書き込み)に失敗すると、設定した動作を行います。 

3.UPS の警告(※対応UPS のみ) 

UPS の容量が設定値を下回ると、設定した動作を行います。 

4.HDDの容量不足通知 

HDDの容量が設定値を下回ると、設定した動作を行います。 

5.異常シャットダウン 

異常シャットダウンのログが確認されると、設定した動作を行います。 

6.DigitalInput(※対応機種のみ) 

NVR側の接点入力が入った際、設定した動作を行います。 

 

=ハードウェアのイベント＝ 

1.CPU 温度警告(CPU Temperature Warning) 

CPU の温度が規定値を超えると、この動作を行います。 

2.CPU ファン警告(CPU Fan Warning) 

CPU ファンに異常があると、この動作を行います。 

3.システムのファン警告(System Fan Warning) 

システムのファンに異常があると、この動作を行います。 

4.HDDエラー警告 

HDDの SMART 警告が発生した場合、この動作を行います。 

5. HDD Failed  

HDDが故障し使用できなくなった場合、この動作を行います。 

6.低バッテリー警告 

7.eSATA の接続不良 

8.RAIDデグレード 
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RAID が格下げの状態になった場合、この動作を行います。 

9.RAID障害 

RAID 障害が発生した場合、この動作を行います。 

10.RAIDの構築中 

RAID 構成中にこの動作を行います。 

①新しく HDDを入れた際 ② RAID の構成が終了した際 ③RAID の

再構成が停止した場合に動作を行います。 

11.外部イベント(HTTP-in) 

外部の機器から NVR に対して HTTP-in CGI command が送信され

ると、設定した動作を行います。全部で 5 種類の CGI command と

それに対応する動作を設定できます。 

HTTP-in CGI command は次のように記述します： 

http://<NVR_IP>/login.cgi/cgi_main.cgi?cgiName=event_ipc.

cgi&eventName=Defined_<int> 

<NVR_IP>は、外部機器がNVRにアクセスできる IPアドレスです。 

<int>は、外部イベントの番号（1-5）です。 

例：

http://192.168.1.245/login.cgi/cgi_main.cgi?cgiName=event_

ipc.cgi&eventName=Defined_3 

※外部イベントは 16 個まで作成できます。 

 

最後に「適用」をクリックして設定を保存します。 
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=動作= 

●イベント録画 

イベント録画とビデオ・クリップの 2種類があります。 

 

イベント録画：イベントが発生すると 5分間の映像を記録します。イ

ベントが継続的に発生するとその間、録画も継続されます。 

ビデオ・クリップ：Eメールでビデオ・クリップを送信します。詳細

設定で、イベント発生前後に記録する時間（秒数）を設定できます。 

設定するカメラを選択したら「適用」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●E メールを送る 

「E メールを送る」を選択すると、E メールの受信者を設定する画

面がポップアップします。まだ受信者の設定を行っていない時は、

「録画とイベント > E メール」で設定します。 

「スナップショットを添付」にチェックを入れていたら、イベント

発生時にスナップショットを撮影してメールに添付します。 

注意：カメラが接続不良の時は正常にスナップショットを撮影でき

ないことがあります。 

最後に「OK」をクリックして設定を登録します。 
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E メール送信は 20 秒間隔で行われます。例えば 1 分間イベントが

続いたとしたら、メールは 3通送信されることになります。 

 

●本体接点出力(※対応機種のみ) 

デジタル出力を選択すると、「デジタル出力」設定ウィンドウが表示

されます。 

ブザーは、60 秒間鳴らすことができます。 

注意：NVR正面のUSBバックアップ・ボタンを 1秒間押せばブザー

を止めることができます。バックアップ・ボタンがついているのは

DS-16000-RM Pro(+)シリーズ、DS-4200 Pro(+)シリーズです。 

 

デジタル出力 1とデジタル出力 2は最長 60 秒間有効になります。適

用するカメラを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ユーザー規定の動作 

イベントがトリガーされた時、HTTP command をネットワーク機器

に送信するよう設定できます。送信先となる機器の IP アドレスとポ

ート番号、送信するHTTP command を「HTTP URL」に入力してく

ださい。またその機器にログインする際に必要になるユーザー名とパ

スワードも入力してください。 
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●SNMP 

NVR は SNMP (Simple Network Management Protocol) をサ

ポートしており、イベント発生時にその通知が可能です。 

まず、メニュー内の SNMP サーバーの設定および内容を入れ「適用」

ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●SMS 

本機能は日本国内の SMSには対応していません。 
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●カメラプリセットポイント 

※カメラプリセット数は同時に 3点まで指定可能です。 

 

●カメラの接点出力（※対応機種のみ） 

 

●パトライト 

パトライト製ネットワークパトライトを使用することで、NVRのハ

ードウェアのエラーなどをわかりやすく表示できます。 
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上記設定を入力し、ネットワークパトライトをNVRに登録してください。 

登録後に、ハードウェアのイベントにて設定を行うと詳細に設定が可能です。 

 

 

※イベントの解除には、パトライト本体のボタンを押して手動でキャンセル

してください。 

 

 

●ネットワークスピーカー(※対応機種：Axis C3003-E のみ） 

 

対応しているネットワークスピーカーであれば、イベント発生時に録

音されている音声をイベント発生時に鳴らすことができます。（※ネ

ットワークスピーカーをカメラとして登録する必要があります） 
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●ライブ映像での通知 

NVRやカメラの外部接点等と連動し、選択したカメラの強調表示、及びポッ

プアップ表示と連動します。 
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5.2.4 詳細設定 

 

●動作トリガー間隔 

この間隔内でトリガーが入ると連続的に動作を行います。 

●ビデオ・クリップ 

検知録画時間は前後 3、5、7、10 秒で設定ができます。 

●録画モード 

トリガーが入る前後それぞれ何秒間を録画するのかを設定します。イベ

ント発生前 30-300 秒間、イベント終了後 30-300 秒間まで設定できま

す。 

●イベント録画のみオーディオ保存 

この項目にチェックを入れると、通常はオーディオを保存しませんが、

イベント発生時のみオーディオを保存します。イベントが終了すると自

動的にオーディオは無効になります。 

 

「適用」をクリックして設定を保存してください。 

  



 

124 |  

5.2.5 イベントと動作の情報 

イベントと動作の情報をクリックすると設定

されたイベントの情報及び、設定可能なイベン

トと動作情報の一覧が表示されます。 

 

 

5.2.6 Eメール 

「録画とイベント」の「E メール」を選択して

Eメールに関する設定を行います。 

 

 

SMTPサーバー 

 

 

 

 

 

 

 

●サーバー・アドレス：SMTP サーバーのアドレスを入力します。 

●送信者：送信者の Eメール・アドレスを入力します。 

●件名と本文：メールの件名と通知文面を入力します。 

●認証：お使いになる SMTPサーバーに応じた認証形式を選択してく

ださい。 

●ユーザー名とパスワード：SMTP サーバーで使用する情報を入力し

ます。 

「適用」をクリックして完了するか、「テスト・メールを送信」をク

リックして設定が有効かどうかを確認してください。 

 

受信者 

「受信者」タブをクリックして Eメールを受信するアドレスを追加し

ます。 
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「名前」と対応する「Eメール」を入力して「受信者を追加」をクリ

ックしてください。追加すると「受信者リスト」に名前とアドレスが

表示されます。 

「適用」をクリックして設定を保存します。 

※使用しているメールサーバーによってはセキュリティの関連でこ

の機能が使用できない場合もあります。 

 

5.3 ディスク管理 

5.3.1 ディスク管理 

「ディスク管理」メニューの「ディスク管理」を選択してください。 

 

 

 

 

 

ディスク情報 

下記画面にて、HDDの状態の確認ができます。また、HDD稼働時間に

よりライブ画面上でのポップアップを行いたい場合は、右下の「警告し

きい値」より時間の設定を行ってください。 
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5.3.2 ストレージ管理 

「ディスク管理」メニューの「ストレージ管理」を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ストレージボリュームでは、ディスク・ボリュームの容量、使用してい

る容量、HDDの状態などが表示されます。 

 

  

●フォーマット 

 フォーマットを選択するとすべての録画データが消去されます。 

※フォーマットを行うには、録画の停止を行う必要があります。 

 

  

5.3.3 ファイル共有サービス 

「ディスク管理」メニューの「ファイル共有サービス」を選択してくださ

い。 
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NVR が対応しているファイル共有サービスには「Windows ネットワー

ク」と「FTP」の二つがあります。 

 

1.情報 

ファイル共有サービスの状態と有効／無効の切り換え、FTP 及び共有フ

ォルダを開くことができます。 

 

2.Windows ネットワーク 

サービスの有効／無効の切り換え、コンピューター名の変更などを行え

ます。 
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3.FTPサービス 

サービスの有効／無効の切り換え、使用するポートの変更などを行えま

す。 
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5.4 バックアップ 

 

 

 

 

5.4.1 バックアップスケジュール 

 DIGIARRAYを使用したバックアップ設定になります。 

 （※リモートデバイスでのバックアップは開発中です）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1． ローカルデバイスを選択します。 

※正常に認識されているか確認をしてください。 
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２．バックアップを行いたいカメラと時間帯を入力選択してください。 

「自動バックアップ」にチェックを入れるとその時間帯のデータを自動的にバ

ックアップします。また、「自動バックアップ」にチェックを入れない場合は、

開始時間と終了時間を決定し動作させることができますが、ネットワークの帯

域によりバックアップが完全に完了しないことがありますのでご注意くださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

131 |  

Network Video Recorder 

User’s Manual  

 

「手動設定」のタブをクリックして手動モードにするとバックアップボタンを

押した際にこの機能が動作します。 

 

5.4.2 USBバックアップ 

USBストレージをNVR本体正面のUSBポートに接続すると、「デバイ

ス情報」にUSBストレージの情報が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

USB ストレージが「準備完了」になると、USB インジケーターは青色

で点灯します。バックアップを開始すると、状態が「作業中」となり、

情報にはコピー中のファイル数が表示されます。 

 

USBストレージを初期化する時は「フォーマット」ボタンをクリックし

ます。 

注意：USBバックアップ・ボタンを有しているのはDS-1100シリーズ、

DS-4200 Pro(+)シリーズ、DS-16000-RM Pro+シリーズです。 

注意：録画ファイルとともにNVRPlayer と NVRCheck がダウンロード

されます。 

 

2.DVDへのバックアップ 

USB接続できるDVDドライブをNVRに接続し、正常に認識されると、

USBインジケーターは青色で点灯して「状態」が準備完了になります。 
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注意：DVD ドライブに対応しているのは DS-4200 Pro(+)シリーズ、

DS-16000-RM Pro(+)シリーズのみです。 

注意：DVD ドライブ内に DVD メディアが挿入されていない時は USB

機器として認識されません。 

注意：DVD ドライブに対してバックアップが行われると、録画ファイ

ルとともにNVRPlayer と NVRCheck が DVDにコピーされます。 

注意：ロジテック INA ソリューションズ株式会社ポータブルDVDドラ

イブ「LDR-PMG8U2LBK」で動作確認を行っております。 

 

2. 詳細設定 

 

 

録画ファイルをエクスポートする際、パスワードによる保護を行えます。

録画ファイルは設定に基づき、パスワードつき zip ファイルもしくは、

独自ファイルにて圧縮されます。 

※パスワード独自フォーマットを使用した場合は、NVRPlayer にて再

生を行った際にパスワードの入力画面が表示されるので入力を行い再

生を行ってください。その際、他の汎用プレイヤーは使用できません。 

 

注意：パスワードによる保護を行えるのはエクスポート時のみです。 

バックアップ・ボタンを用いた時はパスワードによる保護は行われませ

ん。該当欄にチェックを入れた後、「適用」をクリックしてください。 
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※zip ファイルを解凍する時、バックアップ時に決めたパスワードを使

用し解凍を行ってください。 

 

5.4.3  エッジバックアップ 

エッジバックアップ機能を使用することにより、同時に 1台のカメラを 2

台のレコーダーで録画を行い、その補てんを行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 2台の NVRに同じカメラを登録します。 

2. 上記メニューにて、それぞれ 2台の NVRにエッジ先の NVRの IPアド

レス、ユーザー名、パスワードを入力して登録を行ってください。 

※エッジバックアップを使用するには、カメラを常時録画にし、カメ

ラ番号と IPアドレスをホストNVRと同じ設定にする必要があります。 

※カメラはデュアルストリーム対応のものを使用してください。 

※それぞれの NVRの時間を同じにしてください。 

 

5.4.4  バックアップサーバー機能 

この機能を使用することで、NVR が録画バックアップ用の装置となり

NVR のバックアップを行います。また、バックアップされたデータはロ

ーカル・ディスプレイにて再生が可能です。 
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※バックアップできるカメラの台数は、バックアップサーバーに変更前

の NVRのチャンネル数です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 「有効」にチェックを入れバックアップサーバーに変更後、バックア

ップを行いたい NVR の IPアドレス、ユーザー名、パスワードを入力

して NVRを追加してください。 

2. 録画スケジュールをクリックして、バックアップを行いたいカメラと

その時間を入力すると自動的にバックアップを行います。 

※NVRとバックアップサーバーの時計を同期してください。 

※NVR とバックアップサーバーとの間が 30 分以上切断された場合は、

一部のビデオがバックアップされない可能性があります。 
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5.5 ネットワーク設定 

5.5.1 ネットワークのセットアップ 

「ネットワーク」のメニューから「ネットワー

ク設定」を選択してください。 

 

1.情報 

コンピューター名、IP アドレス、サブネット・マスク、デフォルト・ゲ

ートウェイ、プライマリ及びセカンダリDNS 情報を表示します。 

 

 

 

 

 

 

2.設定 

DIGISTORは 2つの異なった IP アドレスを設定でき、お使いのネット

ワークに合わせ IP アドレスを使い分けることが可能です。 

 

 注意：デュアル IP アドレスに対応しているのは DS-4200 Pro(+)

シリーズ、DS-16000-RM Pro+シリーズです。  
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共有 IP 

 

 

 

 

 

 

 

コンピューター名の変更、DHCP または固定 IP の設定を行えます。 

●DHCP：ネットワーク内の DHCP サーバーから自動的に IP アドレス

が割り振られる設定です。 

●固定 IP：DHCP サーバーが存在しない時、DIGISTOR の初期 IP アド

レスは「192.168.1.245」になります。お使いになるネットワークの環

境に合わせて IP アドレスを変更してください。同一ネットワーク内に

複数のDIGISTOR が存在する時は、それぞれ異なる IP アドレスを持つ

ように設定してください。 

 

固有 IP 

 

 

 

 

 

 

 

LAN1 と LAN2 で異なるネットワーク設定を用いる場合は「固有 IP」を

選択してください。 

 

3.ポート設定 

初期設定は「80」です。DIGISTORにアクセスする際に使用するHTTP

ポートを設定してください。 
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5.5.2 ネットワーク・サービス 

「ネットワーク」メニューから「ネットワ

ーク・サービス」を選択してください。 

 

1.禁止／許可リスト 

 

 

 

 

 

 

 

禁止リストまたは許可リストを有効にします。いずれの場合も、本当に

有効にするかどうかを確認するウィンドウが表示されます。その後、禁

止または許可する IP アドレスを入力してください。 

禁止リストを有効にした場合、登録された IP アドレスから本製品への

アクセスが禁止されます。 

許可リストを有効にした場合、登録された IP アドレスからのみ本製品

へのアクセスが許可されます。 

 

2.UPnP 

 

 

 

 

 

 

UPnP の有効／無効を切り換えられます。またUPnP で使用するコンピ

ューター名を変更できます（半角英数で最大 32 文字）。 

 

 

 

 

3.リレーサーバー 
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リレーサーバー機能を使用することで、複数のクライアントを使用し、

同時に 4台以上の複数の端末で監視ができます。 

 

※リレーサーバー機能を使用するには、リレーサーバー機能を有効にし、

管理ポート番号を設定してください。 

 

 

4.Aiphone（アイホン） 

 

NVRはアイホン製のドアホン(IXシリーズ)に対応しており、ドアホンの

コールボタンを押すことでアラーム録画もできます。 

 

アイホン製のカメラに接続し登録するには、Aiphone SIF 機能を有効に

し、アイホン側の管理ポートを入力してください。 

※別途 Aiphone IX-DA側にも設定が必要です。詳しくは販売店にお問い

合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※カメラの登録には Onvifを使用し、ポート番号は 10080を設定してく
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ださい。  

 

コールボタンによる録画を有効にする場合は、NVRメニューイベント＆

アクションの設定にて設定を行ってください。 

※コールボタンによるポップアップ機能には現在対応しておりません。 

 

5.5.3 DDNS 

 

 

 

 

 

DDNS（Dynamic Domain Name Service）とは、固定 IP を使ってイン

ターネット経由でNVRにアクセスする代わりに、動的 IP とドメイン名と

をリンクさせ、そのドメイン名を使ってアクセスするサービスです。 

DIGISTOR が対応している DDNS は、①ipcam.jp ②nwcam.jp ③

DynDNS ④No-IP です。 

DDNS の設定を行う前に、必要な情報を DDNS プロバイダーから取得し

てください。 
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例

：

 

ipcam.jp のサービスを利用している場合、「サービス」の ipcamと「有

効」にチェックを入れ、プロバイダーから与えられた情報（例：ユーザ

ー名：001、パスワード：abcdefgh、Host Name：digiever）を入力

してください。DIGISTORは ipcam.jp の DDNS サーバーに動的 IP ア

ドレスの情報を送り、「digiever.ipcam.jp」のドメイン名とリンクさせ

ます。ユーザーは IP アドレスに関係なく、「digiever.ipcam.jp」で NVR

にアクセス可能になります。 

 

5.6 管理 

「管理」設定ページでは、ユーザーの追加や権限の編集、NVR に保存さ

れているログの確認、バックアップや接続している外部機器の管理設定を

行います。 

 

 

 

 

 

 

 

5.6.1 ユーザー管理 

「管理」メニューから「ユーザー管理」を選択してください。DIGISTOR

には複数のユーザーが同時にアクセスできます。工場出荷時は管理者であ

る「admin」のみユーザーとして登録されています。管理者はユーザーを

新規作成できます。ユーザーには「Power User」と「User」の 2グルー

プがあり、「Power User」は一部の設定変更が可能です。「User」も設定
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ページへ移動できますが自分のパスワードしか変更できません。 

 

1.ユーザーの作成 

●Power User 

ユーザー名（半角英数字 15 文字以内）とパスワード（同）を入力し、

「グループ」メニューから「Power User」を選択してください。ライ

ブ映像と録画再生に関する権限は、自動的に全てのカメラに対して適用

されます。 

「適用」をクリックしたらユーザーが作成され、「リスト」に表示され

ます。 

●User 

ユーザー名（半角英数字 15 文字以内）とパスワード（同）を入力し、

「グループ」メニューから「User」を選択してください。ライブ画像と

録画再生に関する権限を設定します。チェックの入ったカメラのみ、ラ

イブ映像及び録画再生が可能になります。 

「適用」をクリックしたらユーザーが作成され「リスト」に表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.ユーザーの変更 

「ユーザーの変更」タブをクリックしてください。 

User の権限変更を行う時は適宜変更して「適用」をクリックします。

登録しているユーザーを削除する時はリストで選択し、「削除」をクリ
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ックします。 

     

 

 

 

 

 

3.パスワードの変更 

「パスワードの変更」タブをクリックしてください。 

「ユーザー名」で変更したいユーザー名を選択し、新しいパスワードを

入力します。 

 

 

 

 

 

 

※admin(管理者)ユーザーの作成は行えません。 

 

5.6.2 フェイルオーバー 

フェイルオーバーとは、稼働中の NVRに障害が発生した際、その機能を

自動的に引き継ぎ、処理を実行する機能です。例えば、1 台の NVR に対

し 1 台のフェイルオーバーサーバーを導入することで、万が一のレコー

ダー障害等に対しての大きな録画欠損を避けることができます。 

※最大 4台までの NVRを管理、監視します。 

※カメラ台数の上限は、登録チャンネル数までとなります。64CHであれ

ば 64台のカメラとなります。 

 

 

●フェイルオーバー設定 
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●詳細設定 

フェイルオーバーの切り替えタイミングの設定を行えます。 

 

 

  



 

144 |  

5.6.3 定期通知機能 

ライブ映像にて定期通知を行いたい場合に設定する機能です。 

 

上記の設定を入力し登録することで、ライブ画面上で定期的にメッセージ

の通知ができます。 

 

開始時間と間隔、メッセージ内容を入力して「適用」ボタンを押してくだ

さい。 
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5. 7 External Device  

 

 

5.7.1 PoE制御 

  (※専用の PoE使用時の機能の為、使用しません) 

 

5.7.2 Modbus IO Device  

  (※専用の端末との連動機能の為、使用しません) 

 

5.7.3 AXIS IOデバイス 

AXIS 製 P8221 を NVRに登録して、その外部

入出力を利用することができます。 

「管理」メニューから「外部 IO デバイス」を

選択してください。 

 

 

機器名称、IP アドレス、ユーザー名、パスワードを入力して「検出」をク

リックしてください。ネットワーク上に設定した機器があれば登録されま

す。「メーカー」と「型番」は自動で表示されます。「適用」をクリックし

て保存します。 
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リストには登録された機器の名称、IP アドレス、ポート番号、メーカー名、

型番が表示されます。 

登録された機器に応じて、「イベント」タブ内にイベント・リストが表示

されます。 

 

5.7.4 Access Control  

  (※専用の端末との連動機能の為、使用しません) 

 

5.7.5 SNMP 

●SNMP設定 

（※開発中の機能の為、使用しません） 

 

5.7.6 UPS管理 

UPS を用いて NVR の電源を管理できます。「管理」メニューから「UPS

管理」を選択してください。 

 

 注意：DIGISTOR シリーズが対応している UPS はユタカ電機製作

所の常時インバーター・モデル「UPS510SS-R」と「UPS1010SS-R」

です。 
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●UPS機器情報 

メーカー名、型番、AC 電源の状態、バッテリーの容量、予想保護時間

が表示されます。予想保護時間はモニタリングのみ行っている状態が基

準です。 

 

●UPS管理設定：スマート・シャットダウンと復旧 

UPS のバッテリー残容量によりNVRがスマート・シャットダウンを行

うのか設定します。この機能を用いると、停電になり、UPS のバッテリ

ーが指定の容量に達しても停電が復旧しないと、NVR はスリープ・モ

ードでシャットダウンします。 

UPS のバッテリー容量が指定値を上回ると（＝停電から復旧すると）、

NVRは自動的に起動します。 
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5.7.7 パトライト 

パトライト製ネットワークパトライトを使用することで、HDDエラーな

どのイベントが発生した際に、いち早く状況を知ることができます。 

 

参考図： 

 

サポート機種：NHx-3FB1-RYG 

接続パトライト数：4台まで 

※パトライト点灯時のイベントの解除は、手動で行ってください。 

 

デバイス名、IPアドレス等の情報を入力し「適用」を押すことで登録がで

きます。動作に関しては、イベント＆アクションの設定にて動作設定を行

ってください。 
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5.8 システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.8.1 機器情報 

「システム」メニューから「機器情報」を選択します。 

 

●システム情報： 

オペレーティング・システム、OSバージョン、NVRバージョン、CPU、

ネットワーク・アダプター、MACアドレス、ネットワーク・フロー情

報を表示します。 

 

●位置確認： 

ボタンをクリックすると 3秒間、NVR本体からブザーが鳴ります。複

数のDIGISTORを運用している時など、位置を特定するのに便利です。 

 

 

 

 

 

 

 

●エンクロージャー情報： 

CPU の温度、ファンの状態などが表示されます。 

注意：NVRの動作環境は 0～40 度です。 
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5.8.2 ログ・システム 

「管理」メニューから「ログ・システム」を選択してください。必ずディ

スク・ボリュームを作成してから本機能をお使いください。 

DIGISTOR が保存するログには次の 6 種類があります：ハードウェア・

ログ、NVR ログ、イベント・ログ、現在のユーザー、ユーザー履歴、ア

クセス履歴 

 

●ハードウェア・ログ 

RAID の作成、RAID の削除、RAID の修正、CPU、ブザー、ファン、シ

ステム、センサー、USBに関する情報が記録されます。 
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●NVRログ 

タイム・ゾーン、夏時間、システム、ファームウェアのアップグレード、

IP 設定、録画ファイルのエクスポート、ストレージに関する情報が記録

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●イベント・ログ 

カメラの接続、カメラの接続不良、デジタル入力、モーション検知、ス

トレージ使用制限超過などの情報が記録されます。 

 

 

 

 

 

 

 

●現在のユーザー 

現在、NVRにログインしているユーザーの情報を表示します。 
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●ユーザー履歴 

NVRにログインしたユーザー情報が記録されます。 

 

 

 

 

 

 

 

●アクセス履歴 

SAMBA や FTP を使ってNVRにアクセスした情報が記録されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ログ・ファイルのエクスポート 

ログ・ファイルをエクスポートして保存することができます。ログごと

にファイルが作成されます。html または txt 形式でエクスポートできま

す。 
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5.8.3 設定の保存と読み込み 

「管理」メニューから「設定の保存／読み込み」を選択してください。 

 

 

●設定の保存 

ボリュームとフォルダーをメニューから選んで保存先を決めます。また

ファイル名（拡張子は cfg）を決めてください。 

 

 

 

 

 

 

注意：設定ファイルにはカメラ設定、録画設定、イベントと動作設定、

E メール設定、サーバー設定が含まれます。設定ファイルは NVR 内の

共有フォルダーに保存されます。Windows ネットワークまたは FTP サ

ービスを使い、PCから設定ファイルにアクセスできます。 

 

●設定の読み込み 

設定ファイルを読み込むことで、別の NVR の設定をコピーすることが

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

「初期設定に戻す」を選択すると、カメラ設定、録画設定、イベントと

動作、Eメール設定、サーバー設定が初期値に戻ります。 

「設定の読み込み」を選択して cfg ファイルを選択して「適用」をクリ

ックすると、設定が書き換えられます。 
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5.8.4 ブザー/接点出力 

「システム」のメニューから「ブザー/接点出力」を選択してください。 

 

警告時に使用するブザーのオン／オフを選択できます。オフにすると、デ

ジタル出力時の動作である「ブザー」が実行されなくなります。 

注意：「USB バックアップ」ボタンの長押しでブザーを停止することがで

きます。 

 

外部デバイスとの接続用に、接点出力の初期状態(※電源起動中)の設定が

できます。 

※電源が入っていない場合は Low voltage になります(※対応機種のみの

機能となります)。 

 

High voltage 時 
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Low voltage 時 

 

   

5.8.5 システムのアップグレード 

ブラウザを用いて、またはローカル・ディスプレイを操作して、NVRの

ファームウェアをバージョン・アップできます。 

注意：お使いのNVRのシリーズに応じたファームウェア・ファイルをご

用意ください。 

注意：バージョン・アップは必ず順番に行ってください。バージョンを飛

ばしてアップデートするとカーネル情報が更新できず、システムが正常に

起動しないことがあります。また 40 台のバージョンから 50 台にアップ

デートする時は、ディスク・ボリュームを一度削除して再作成する必要が

あります。 

 

1.ブラウザを用いたアップグレード 

（1）新しいバージョンのファームウェアを弊社HP または、販売店より

取得し、PCに保存してください。 

（2）ダウンロードしたファイルを解凍します。 

（3）「設定」ページへ移動し、「システム」メニューから「システムのア

ップグレード」を選択します。 

（4）「参照」をクリックして保存したファームウェア・ファイルを指定し

ます。 
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（5）「アップグレード」をクリックしてファームウェアの更新を行います。

システムのアップグレードが完了したらNVRは自動的に再起動し

ます。「機器情報」メニューの「システム」から、NVRのファーム

ウェア・バージョンを確認することができます。 

（※念のためアップグレード前に録画装置の再起動をお願いします） 
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2.ローカル・ディスプレイを操作してのアップグレード 

 

注意：ローカル・ディスプレイでのアップグレードは DS-8200-RM 

Pro(+) シリーズ、 DS-4200-RM Pro(+)シリーズ、DS-4200 Pro(+)

シリーズ、DS-2100 Pro(+)シリーズ、DS-1100 Pro(+)シリーズでの

対応となります。 

 

（1）新しいバージョンのファームウェアを弊社 HP または、販売店よ

り取得し、PCに保存してください。 

 

（2）ダウンロードしたファイルを解凍してUSBストレージに保存しま

す。 

 

注意：USBストレージは FAT32 ファイル形式でフォーマットしてくだ

さい。また作業を円滑にするため、「update.bin」ファイルのみ保存し

た状態にしてください。 

 

FAT32 ファイル形式のフォーマット方法： 

I.「マイコンピューター」を開きます。 

II.USB ストレージ（フラッシュ・メモリー）を選択、 

右クリックして「フォーマット」を選択します。 

III.「ファイル・システム」の「FAT32」を選択します。 

IV.「開始」ボタンをクリックしてフォーマットを実行します。 

 

（3）NVRにローカル・ディスプレイとUSBストレージを接続します。 

 

（4）NVR とローカル・ディスプレイに電源を入れて NVR にログイン

します。 

 

（5）「設定」ページへ移動し、「システムのアップグレード」を選 択し

ます。接続した USB ストレージの「状態」が「準備完了」の表示

ならアップグレードを実行できます。 
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（6）システムのアップグレードが完了したらNVRは自動的に再起動し

ます。「機器情報」メニューの「システム」から、NVRのファーム

ウェア・バージョンを確認することができます。 

 

5.8.6 日付と時間 

「システム」のメニューから「日付と時間」を選択してください。 

 

●セットアップ 

手動で設定する時は年月日と時刻を選択して「適用」をクリックしてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

●タイム・ゾーン 

使用している地域のタイム・ゾーンを選択します。また夏時間（サマー

タイム）が導入されている時は、同オプションを有効にします。 

NTPサーバーと同期を取る場合はNTPサーバーのIPアドレスを設定し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

NVRにビルトインされたNTPサーバー： 

NVRを NTP サーバーとして利用することができます。システム内の全

ての機器で時刻同期を行う場合に役立ちます。 

同メニューに表示された IPアドレスをNTPサーバーのアドレスとして、
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同期させたい機器を設定してください。 

 

5.8.7 言語 

「システム」のメニューから「言語」を選択します。UI で表示する言語

を選択して「適用」をクリックしてください。「AUTO」を選択すると、ア

クセスしている PCの情報に基づいて表示言語を自動選択します。 

 

 

5.8.8 再起動とシャットダウン 

「システム」のメニューから「再起動とシャットダウン」を選択してくだ

さい。 

 

「再起動」を選んで「適用」をクリックすると

本体が再起動します。 

「シャットダウン」を選んで「適用」をクリッ

クするとシャットダウンします。 

 

 

 

※電源を落とす場合は、必ず「シャットダウン」を選択するか、もしくは

前面ボタンを長押し（1.5 秒程度押すと 1度ビープ音が鳴ります。ビープ

音が鳴った後、電源ボタンから指を離してください）し、電源を切ってく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、パスワードによる保護設定を行うと、電源ボタンを押した後、パス

ワードの入力を行いシャットダウンが行えます。 


